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トサンを用いた消臭フィルムの作成

茶女大家政　小川昭二郎○芝田由美子

地域社会のみならず家庭においても悪臭に対して敏感になり、消臭に対する関心

ま

も

ア

窪

つてきた。数多くの消臭剤が開発されてきたがそれらは主として粒状、液状、繊維

のであるがフィルム状の消臭材は少ない。我々はすでに鉄イオンと結合したキトサ

ンモニアに対し高い消臭効果をもつことを見出しているので、キトサンをベースに

全性が高く、生分解性が期待できる消臭　能をもつフィルムの作成を行なった。　Ｌ一アスコルビン酸と第一鉄塩の複合標が高い消臭効果をもつことから、まず、

キトサンをＬ一アスコルビン酸水溶液に溶解し、キャスト法によりL一アスコルビン酸を

含むキトサン膜を作成した。これを塩化鉄のメタノール溶液t.z 浸漬して薄紫色のフィルム

を得た。消臭効果は、2 1テドラーバッグに　13cn2のフィルムを入れ、アンモニア濃度を

180～210ppiiiとし、時間毎に検知管でバッグ内のアンモニア濃度を測定した。さらに、フ

ィルム強度を高めるため、キトサンにヒドロキシエチルセルロースを加えたフィルムを作

成し、その消臭性を調べた。

　結果　キトサンーＬ一アスコルビン酸一FeCI 2膜では２時間後のアンモニア除去率は99

％となった。キトサンーFeCI £およびキトサンーL一アスコルビン酸膜に比べ消臭率の向

上がみられた。これを98時間後再び測定したところ、２時間後の消臭率は90.4％となり、

良好な回復性がみられた。ヒドロキシエチルセルロースを加えることにより、強度、柔軟

性が向上し、高い消臭性を示した。さらにメチルメルカプタンに対しては、わずかに消臭

効果を示すことがわかった。
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機構：　メカノラジカル．メカノアニオンの

電荷分離機構

　目的　摩擦現象の複雑さを避けた高分子の接触帯電機構についてはいくつか報告されて

いる(1）。しかし。分子レベルでの高分子の摩擦帯電機構は。ほとんど報告されていない。

　摩擦は接触界面における高分子の機械的な破壊現象と捉えることにより摩擦帯電現象を

説明し得る機構が得られたので報告する。

　方法　チトラシアノエチレン（TCNE）存在下種々の高分子（PTFE,PVDF,PP,PE,PHMA）を

真空中77Kで機械的に粉砕し，得られた試料をESR分光装置（JEOL製。磁場変調lOOKHz）に

より77Kで観測した。更に，試料に光照射（赤外ランプ：　メトロ製W R H1 25,東芝製色ガラス

フィルタ-:　IRP70,IRDU,R69,R60,＼50,L39）しE S R 強度及びスペクトル変化を観測した。

　結果及び考察　TCNE共存下での高分子の機械的破壊により。主鎖の炭素一炭素結合が均

一に切断しメカノラジカルが，又，不均一に切断しメカノアニオンが生成することをESRス

ペクトルの解析より結論した（一部は既に報告済み（２））。メカノアニオンの電子供与ポテ

ンシャルは粉砕申のTCNEとメカノアニオンとの反応性及び粉砕後の光照射よりPHMA，PP，PE

,PVDF,PTFEの順で小さくなると推定された。

　高分子の摩擦帯電は，電子供与ポテンシャルの高いメカノアニオンから電子が電子親和

力の大きいメカノラジカルに移動することにより。電荷の分離が進行したためであると結

論する。電荷’移動担体は電子であり，電子供与体はメカノアニオンであると結論する。

Ref.,（1）T.J.Fablsh et al.,J.Appl.Phys.,48,4256 （1977）, （2）M.Sakaguchi et al.,J.

Poly皿.Sci.Polym.Phys.Ed・,26,1307 （1988）


